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「ビ ー ・ ジ ェ ン ト ル マ ン」                         
少しずつ暑い日が顔を出してきました。５月２６日（土）には小学校の運動会が、６月２日（土）には中学校の体育大会がありました。これから、梅雨のない北国にとっては１年の中でもっともすがすがしく、最も気持ちの良い、過ごしやすい季節の到来です。
　５月には、中学３年生の修学旅行がありました。修学旅行で思い出すのが、中学校で勤務していた時に、前の晩に４０度の高熱を出し、修学旅行へ行けなくなった子がいました。学生時代の最大の思い出の修学旅行に行けなくなった友達のためにみんなでお小遣いを出し合ってお土産を買って、３日目に函館の駅に着いた時です。駅で待っていたのは熱を出していた子供でした。熱が下がってきたので、１日でも思い出を作ってあげようと車で送ってくれたそうです。その時の子供の嬉しそうな笑顔が忘れられません。未だにクラス会の時にはその時の話で盛り上がります。３泊のうちの一日だけだったけど忘れられない思い出だったこと、みんなが自分のためにお小遣いを出し合ってお土産を買ってくれたこと。（結局あの時のお土産、もうけたなあ、という落ちも含めて）子どもはとっても良い経験をしたのだと思います。今年学園から修学旅行に行った子供たちも、修学旅行のお土産を学園の友達はもちろん、職員にもお土産を買ってきてくれました。その優しい気持ちが本当にうれしく思います。旅行中のどんなことがあって、どんな失敗をしたのかを話してくれます。子供たちは、色々な出来事を通して経験を積み、少しずつ自立への成長を見せているのだ、と思います。
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　５月の便りで「自立・自主性」というお話をさせていただきました。子供たちには、様々な行事やその推進に向けた活動、そして、人との関りを通して「社会に出て生きていく力」を育てています。この「社会に出て生きる力」は、色々な表現や方法は違っても従来からめざしてきました。「北海道大学の前身である札幌農学校の初代副学長にクラーク博士」がおります。クラーク博士は北海道を離れる時に教え子に向けて話した『ボーイズ・ビー・アンビシャス』（少年よ大志を抱け）の言葉で有名ですが、博士が初めて札幌を訪れた時に、当時の札幌農学校の校則の提出を学校に求めました。そして、それを睨み「これは全部廃止する」と宣言しました。そのことを聞いた当時の北海道開拓長官の黒田清輝は激怒し、クラーク博士と対峙し、説明を求めました。博士は長官に「校則は一つでよい。それは、『ビー・ジェントルマン』（紳士たれ）である。」と述べました。それを聞いた黒田長官は真っ赤になっていた顔を笑顔に変え、「わかりました。ビー・ジェントルマンで行きましょう」と答えました。クラーク博士は赴任の挨拶の中で「ジェントルマンというのは、まず定められた規則を厳しく守ることが必要だ。自分の良心に従って行動することを言う。そのためには自分の良心を育成しなければならない。誰にも恥じないような良心を一人一人が持ちなさい。」と述べました。これは、一人の人間が社会の中で自立した存在として生きていく基本です。こうした博士の教えを受けた人の中に内村鑑三や新渡戸稲造達がおります。彼らは教育者として、そしてキリスト教学者として日本のみならず世界に知られた国際人となっていきました。このクラーク博士の教えは、基礎・基本を大切にして、豊かな心を持つ。そして、自分で自分の生きる道を切り開いていく「生きる力」と同じことを求めているのだと思います。その目標に向かって、毎日毎日の一つずつの活動を大事にし、意識を持って進めていきたいと考えています。今後も、学園の考え方、活動にご理解とご協力をお願いします。
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施設長　吉　田　幸　雄
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6月行事予定
1日（金）　　岩農中間テスト　新篠津高保護者会

2日（土）　　光陵中体育大会

4日（月）　　光陵中振替休日

6日（水）　　栗山高中間テスト（～６／８）

8日（金）　　駒沢幼稚園親子遠足　新篠津高体育大会

12日（火）　　南小修学旅行（６／１３）

13日（水）　　新篠津高２年宿泊研修（６／１５）
 19日（火）　　南小３年社会見学

 21日（木）　　光陵中中間テスト　　南小４年社会見学

26日（火）　　南小１年社会見学

29日（金）　　幌加内高参観日

30日（土）　　誕生日会

. -ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます（４月１日～３０日）

　(ご芳名もれをお許しください)

ビクトリア観光　様　　　コープさっぽろ　様　　　　コープさっぽろ経営企画室　様　　　ホクレン農業協同組合連合会　様　　岩見沢更生保護女性会　様　　　　前野商店　様

浅野　亨　様　　　阿弥陀寺　様　　河内克彰　様　　　武田義晴　様　　　　清水滋子　様

.



　　野球観戦


　ＧＷでたくさんの人の中、公共交通機関を利用しての移動は、なかなか経験できない満員電車に乗ったりと、良い体験ができたと思います。大きいお兄ちゃんお姉ちゃんがとても頼もしく、人混みの中でも安心して移動ができました。お目当ての試合は見事な逆転勝利をみせていただき、興奮が冷めないまま帰ってくることができました。野球のﾙｰﾙがわからない私（野々川）にＹ君がとてもわかりやすく解説してくれました。　　-女子グループ　野々川由紀-








鍋を囲み、楽しい誕生会になったと思います。体育館に移動する試みは、Ｙ君の名司会ぶりもあり、スムーズに行ったと思います。ゲームは勝敗がはっきり出てしまうため、ぶつかったり参加しにくい子もいました。景品を勝者1人だけにしたことが、負けてしまうことの落ち込みにつながるという意見ももらったため、次回の参考にしたいです。「体育館でのゲーム」ということ自体は楽しかったので、チーム戦でやれる物だと協力したり、盛り上がりやすいと思いました。


-女子グループ　小泉裕寿-











「修学旅行」


　修学旅行でディズニーランドや浅草、お台場へ行ってきました。アトラクションに乗るのに130分待ちましたが、スプラッシュマウンテンに乗ることができて良かったです。そしてあの有名なレインボーブリッジを通りました。夜の夜景はすばらしかったです。　　　　　　　　　－女子グループ　中学3年生　Ｎさん－


「運動会」


　小学校最後の運動会、借り人競争で1位を取ってうれしかったです。騎馬戦は、馬になりがんばりました。みんなで食べたお弁当が最高においしかったです。　　　　　　　　－女子グループ　小学6年生　Ｋさんー


「部活動のこと」


　中学生の時とはレベルが違い、技術面だけでなく、練習量の多さにやっと体が慣れてきました。もっとうまくなりたい！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－男子グループ　高校1年生　Ｍ君ー


「ゴールデンウイークのこと」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　野球観戦２回、砂川子どもの国に行きました。車、ＪＲ、地下鉄とたくさんの乗り物にも乗ったし、いっぱい出かけられて楽しかった。夏休みももっと遊びたいです。


－男子グループ　小学６年生　Ｙ君－








　皆で作りました、特製弁当！


好きなおかずを沢山つめて、美味しくいただきました。ほとんどが小学生達でしたが、からあげ、焼きそば、卵焼きといった定番メニューからサンドウィッチやフライドポテトと色々おかずに挑戦し、最後に皆で公園で食べました。


　-男子グループ　藤井宏弥-





























　　砂川子どもの国へ


　もう何日も前からまだかまだかと楽しみにしていたＨ君。フワフワの山で大笑いしながらはね回ったり、ヤギを優しくなでる姿も印象的でした。Ｙさんは広い公園内をずんずん歩き、暗いトンネルやグラグラの吊橋も怖れず進み、大冒険でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


-幼児グループ　吉野桃子‐


　高い所も暗い場所も怖がることなく積極的に動き回るＳさん、人の多さに驚きながらも気に入る場所を見つけて楽しむＫさん。それぞれ遊びながらも集まる時はすぐ集合！2人のチームワークは素晴らしいものでした。


-女子グループ　野々川由紀‐


　自由奔放に遊ぶＦ君、それを気にかけてくれるＳ君、Ｙ君。初めてのところは不安だけど、すぐに慣れてみんなと仲良く遊ぶＳ君の姿を見ることができました。どこで遊んでも居室メンバーで楽しく遊び、絆も深まりました。


-男子グループ　林祐太-








　　ちびっこ映画まつり


　　小学生になったＳ君、Ｆ君の1ヶ月の活動の中心がゲームになっていると感じる日々で、朝出発時、Ｓ君は「暇だからゲーム」と大暴れしていますが、「行って良かった～」と終えています。頼りになるＦ君でしたが、Ｈ君、Ｙさんは映画が少し長かったようです。それでも良い体験として楽しんでいたと思います。パン屋さんでは賑やか過ぎでしたが、おいしく楽しく食べました。　　　　-幼児グループ　成田志保里-














男子グループ　7歳　Ｆ君


　Ｆ君の誕生日会でピッピ千歳に行ってきました。初めて行くところなので、楽しみ半分、不安半分でしたが、いざ現地につくと三輪車のサーキットや大きなボールプールなど、様々な遊具がたくさんあり、目を輝かせていました。みんなで１つの遊具で遊んでおり、楽しい思い出をたくさん作りました。


-男子グループ　林祐太-














ファイターズ観戦


　小学1年生のＦ君とＳ君は初観戦とあって、期待と不安がありました。試合よりも盛り上がった会場の雰囲気を楽しみ、疲れた様子でした。Ｓさん（女子）も思っていたよりも集中が続き、社会的なマナーはこれから経験を積んで、学んでいくことと思います。大きい子が小さい子がはぐれないようにと、手をつないでくれたり、トイレに付き添ってくれたりとほっこりした場面でした。


-男子グループ　佐々木達生-





ドアの前にみんなからのリクエストが貼ってあります！





　高校生男子のみでの手作り会でしたが、最初はやる気のない感じを見せていましたが、何だかんだ最後まで参加していました。


　洗い物によく気づいてくれる子や１つのものを最後まで作ってくれる子がいたりと普段ではみられない子ども達の姿がみられ、とても良い機会になったと思います。


-男子グループ　昼八賢悟-











天気にも恵まれ、暑いくらいの日差しの中、天気よりも熱い戦いが行われました。常に1位を目指し、一生懸命に走る姿は、皆カッコ良かったです。


1年生の可愛らしいダンスや6年生の圧巻の騎馬戦、赤白どちらが勝っても思い出に残る1日でした！結果は白組勝利でＹ君大喜びでした！！


-男子グループ　藤井宏弥-





　今まで「子ども達はどんな物が好きなのか」といった嗜好調査はしていましたが、今回、炊事さんの方で子ども達から、「今まで出たメニューの中で美味しかったもの！」、「また作って欲しいなぁと思っているもの」を中心に、アンケートを集め、そのリクエストに応えていこう！という新たな取り組みを始めました。子ども達は「あー、これ、僕がリクエストしたやつだ！」と大喜びでご飯を楽しみにする姿が見られました。








